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2022年度「多摩地域市民活動公募助成」事業実施報告書 

団体名 NPO21世紀自然環境循環研究所   

代表者・役職名 氏名 平野浩美・理事長    

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
夕焼け小焼け音楽祭 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
童謡「夕焼け小焼け」の発祥の地である八王子市上恩方で、夕焼け小焼けと係りのある地方の方々と八王子市

民の方々の方々がイベントを通して、連携や理解を深め、様々な方が活躍できる仕組みを作り、多様性のある暮

らしやすい社会のモデルづくりをする。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
障がい者、お年寄りを含め様々な方が繋がれる機会を提供すべく、2023年に 100周年を迎える童謡「夕焼け小

焼け」のプレイベントとして、出演者も趣旨に賛同した生徒、学生、市民団体、法人、アーティストと様々なメンバー

で構成。出し物も分野問わずお手玉、マジック、手話ダンスから三味線、和太鼓、篠笛などの和楽器も織り交ぜる

とともに、障がい者施設の方々の活動を紹介する店舗を出店し、枠に嵌らない音楽祭(2023/11/12)として開催。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
様々な方々と繋がれる機会として、出演者も一スタッフとして参加する形の音楽祭としたが、結果、市民団体の演

技・演奏には知人、家族、地域の方々が集まり、アーティストには遠方からの参加者もあり、和太鼓や、お手玉で

は、障害を持った子供がはしゃぐ姿も見られ、多様性ある暮らしの一旦を演出できた。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
多様性ある暮らしやすい社会のモデルを作るには、この音楽祭を切っ掛けとして継続的に地元の方々と連携し、

地域活性化を図る仕組みにしていくことが必要。今後は、この点に着目した活動を行っていく。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。

 

2002年 12月 9日設立。2022年に定款を変更し、人権の擁護又は平和の推進を図る事業を行い、広く一般市民

を対象に、人々の係りを通して互助精神や調和がとれた環境・社会作りに寄与することを目的とし活動していま

す。 



     

 

 






